理科学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　年　月　日　　

年　組　　指導者　　　　　　　

	　　　授業の視点

　溶解度の確かな理解のために、溶解度を実測する実験を取り入れ、その実測値をもとに溶解度曲線を描かせることは、有効であったか。


Ⅰ　単元名　　水溶液の性質　

Ⅱ　考察

１　生徒の実態

　本校の選択理科を受講している３年生28名に、溶解度曲線が提示してある基本的な溶解度にかかわる問題に取り組ませたところ、28人中28人が、水の質量を変えた問い（正答率25％）や温度を下げていったとき析出してくる溶質の質量にかかわる問い(正答率４％)を難しいと答えている。また、溶けきれない食塩を溶かしきる方法として、水の量を増やすと答えられた生徒は21％だった。このことは生徒にとって溶解度曲線の理解は極めて難しいことを意味している。

　本学級の生徒について、身の回りの水溶液についての以下のような事前調査を行った。

質問１　水に溶ける物をできるかぎりあげなさい。

質問２　物が水に溶けるということはどんなことだと思いますか。

質問３　砂糖と塩では、どちらの方が水によく溶けますか。

質問４　水に溶け残った砂糖を溶かしきる方法を考えられるかぎりあげ

なさい。

質問５　水に溶け残った塩を溶かしきる方法を考えられるかぎりあげな

さい。

質問1に対しては、「塩」という回答が31、「砂糖」が30とこの二つが群を抜いて多かった。これ以外では、「ホウ酸」９、「氷」８、「トイレットペーパー」８と続き、中には「洗剤」や「調味料」、「入浴剤」をあげる生徒もいた。質問２に対しては、「なくなる」「消える」という回答が８だった。その次は「水と一緒になる」７、［見えなくなる］４と続く。

その他、「液体になる」「小さくなる」という回答もあった。質問３では、「塩」が21、「砂糖」が９、「同じくらい」が３ということであった。質問４では、「あたためる」が15で最も多く、「水の量をふやす」12、「よくかき混ぜる］11であった。「熱いお湯を入れる」という「あたためる」と「水の量をふやす」を合わせたような回答は８あった。質問５については、質問4の回答とほぼ同様で、砂糖と塩の溶け方の違いについて意識できているものはいない。　

理科の授業全般に取り組む姿勢については、65％の生徒が興味・関心をもって授業に臨んでいる。

２　教材観

　中学校１年１分野「身のまわりの物質」の単元では、溶ける様子の観察や再結晶が取り上げられている。この単元では，物質の溶解度を利用して水に溶けた物質は再結晶させて取り出すことができることや水溶液中では溶質が均質に分散していることを学習する。生徒は小学校５年理科でも、指導要領「Ｂ物質とエネルギー」の中にあるように、「物質の水に溶ける量には限度があること」や「溶解度を利用して溶けているものを取り出すことができること」「水に溶けても重さは変わりがないこと」を学習してきている。この段階では、溶ける量が温度によって変化する物質があるということまでは学習する。しかし、その量がグラフにすると曲線になっていくことまでは深く学習していない。溶解度が物質や水温に応じて変化し、さらに溶ける量は溶媒である水の質量にも比例して変動する量であることが、多くの生徒の理解を難しくしている内容である。

　ここでの学習を通して、生徒は身の回りの自然に見られる水に溶けている物質にまで考えが及ぶようになる。生徒が水溶液の物質を溶かす特性を深く理解していくことが、水溶液から溶質を分離するのは簡単ではないことや、水質保全や酸性雨等の環境への意識を高めることにつながっていくと思われる。以上のことから大変意義のある単元である。

３　教材の系統

　

小５　B　物質とエネルギー　（1）　

　　　物を水に溶かし、水の温度や量による溶け方の違いを調べ、物の溶

け方の規則性についての考えを持つようにする。

　　　単元　もののとけかた　　食塩とホウ酸

　小６　B　物質とエネルギー　（1）　

　　　いろいろな水溶液を使い、その性質や金属を変化させる様子を調べ、水溶液の性質や働きについての考えを持つようにする。

　　　単元　水溶液の性質　　塩酸と水酸化ナトリウム水溶液

鉄とアルミニウム

　中1　第1分野　（2）身の回りの物質　イ　水溶液

(ア)　物質が水に溶ける様子の観察や再結晶の実験を行い、水溶液の中では溶質が均一に分散していること及び水溶液から溶質を取り出す方法を見いだすこと。

(イ)　酸、アルカリを用いた実験を行い、酸、アルカリの性質を見出だすとともに酸とアルカリを混ぜると中和して塩が生成することを見いだすこと。

　　　単元　水溶液の性質

Ⅲ　目標

　観察や実験を通して、水溶液中の様子や水溶液から溶質を取り出す方法を見つけたり、　酸、アルカリの性質を理解し、混ぜると中和して塩ができることを見つけたりする。

Ⅳ　評価規準

	領域
	Ａ　十分満足できる状況
	Ｂ　おおむね満足できる状況

	関心

意欲
	○身の回りの水溶液にかかわる観察や実験に興味をもち、意欲的に進んで学習している。
	○身の回りの水溶液にかかわる観察や実験に興味をもち、学習している。

	科学的思考
	○観察や実験から、水溶液の溶質は均一に混ざっていることや酸とアルカリを混ぜると中和することを見いだし、モデル等を使って説明できる。
	○観察や実験から、水溶液中の溶質は均一に混ざっていることや酸とアルカリを混ぜると中和することを見いだすことができる。

	技能

表現
	○観察を注意深く行い、実験で得た測定値を使って、グラフが作成でき、文献値との比較が正確にできる。
	○観察を注意深く行い、実験で得た測定値を使ってグラフが作成できる。

	知識

理解
	○溶解度を理解し、水溶液中から溶質を分離する方法や、酸とアルカリの性質の学習から中和についてモデル等を使って説明できる。
	○溶解度を理解し、水溶液中から溶質を分離する方法を理解できたり、酸とアルカリの学習から、中和について理解できる。


Ⅴ　指導方針

１　理科で学習する内容が、身近で生活にかかわることを常に意識させる

　ことによって、生徒たちの興味関心を高めながら授業を展開していきた

　い。

２　溶解度の確かな理解につなげるための実験においては、シュリーレン

　現象を観察する技能が必要になるので、その前の段階で十分時間を取り、

　全員に観察する技能を習得させておく。

３　溶解度の確かな理解につなげるための実験においては、特に実験の目

　的を、時間を十分に使い、具体的に説明した上で行わせ、科学的に調べ

　る能力と態度を養っていきたい。

４　この学習から、私たちが生きていくために大切な環境にかかわる問題

　である水質保全や酸性雨等の問題にも考えが及ぶようにしたい。

５　学習の定着を図るため、基礎的・基本的な事項を必ずノートに記入し

　ていく習慣をつけさせるとともに、溶解度曲線を描かせる段階では一人

　一人のワークシートを確認し、必要に応じて個別指導をしたい。　

Ⅵ　指導計画　（全9時間予定）

第１時「水に溶けている物質を探そう」

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○自然水に物質は溶けているか考える。

○水に溶けている物質を取り出して利用しているものにはどんなものがある。

○水に物質を溶かして飲料にしているものをあげてみる。

○物質が水に溶けて酸性やアルカリ性の性質を示すものにはどんなものがあるか経験からあげていく。
	○市販の天然水を思い起こさせ、考えのヒントにさせる。

○「混ざっているもの」についてもここではあげさせていく。

○市販の清涼飲料水のラベルに書いてあるものを確認させる。


	  25 

　分

  15　分

 10 

 分
	○今までの経験を思い起こし、いろいろな水に溶けている物質を上げることができる。　　　　　　

　　　　(知識：発言)

○興味・関心を持って清涼飲料水中の物質について調べようとしている。

　　　　(関心：観察)


第２時「物質が溶けている液と溶けていない液のちがいは何だろう」

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○物質が水に溶けている状態とはどんな状態か考える。

　　　　　

　　　　見通し１
	○シュリーレン現象を観察させ、溶けている状態について考えさせていく。

○シュリーレン現象が透明感のある現象であることを意識させ観察させる。
	  25

　分


	○シュリーレン現象が確認できる。

　　　　　　　検証１

　(技能：発言・観察)

	○にごっていても「とけている」といってよいか。

○ろ過は、身のまわりでどのように利用されているか

○実験４　コーヒーシュガーやデンプンは溶けるか。
	○ろ過された液の共通性として透明感があることを押さえる。

○一様に物質が液体に溶けていることを確認させる。
	　５　

　分

　20 

　分
	○シュリーレン現象の観察から、水に物質が溶けるということは、目に見えないくらいの粒になって広がっていくことであることを理解する。

　(思考：発言・ノート)


第３時「物質が溶けている液の状態を想像しよう」

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○固体の物質が水に溶けていく様子についてまとめる。

○水溶液中の様子についてモデルで考える。

○溶質・溶媒・溶液・濃度についてまとめる。
	○シュリーレン現象を再確認させる

○飽和にした水溶液を用意し同じようにシュリーレン現象を確認させ、ちがいを見分けさせる。

○水溶液中に溶質が一様に広がっている状態を理解させ、モデルで説明できるようにさせる。
	5

分

35

分

10

分
	○シュリーレン現象の様子から、水の中に溶けた物質の状態をモデルで説明することができる。

　(理解：発言・ノート)


第４時「水溶液から物質を取り出す方法を見つけよう」

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○食塩とミョウバンの飾りをつくる方法を考える。

○水溶液から溶質を取り出す方法を話し合う。

○実験５を行う。

○溶解度の説明を聞く。
	○ミョウバンの飾りを実際に提示し、意識を高める。

○高い水温にするとよく溶ける様になる物質もあれば、水の量を増やさないとたくさん溶けるようにならない物質もあるかもしれないと投げかけをする。

○溶解度についての説明を行う。
	5

分

15

分

20

分

10

分
	○ミョウバンと食塩では、飾りの作り方が異なることを溶解度の違いから理解できる。　（思考：発言・ノート）


第５時「物質の水への溶け方を調べよう」本時１

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目

	○溶解度の実験をする。

　　　

　　　　見通し１
	○実験内容の原理の確認をする。

○前時の学習を受けて、溶解度について実測してみることを告げ、シュリーレン現象を利用して求めることを説明する。

○確認できる範囲で実測値をとらせていく。

○時間が許せば、複数回実測させる。
	35

分


	○シュリーレン現象を観察し、溶解度を実測することができる。　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　検証1

(技能：観察・机間巡視)


第６時「溶解度を理解しよう」本時２
	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○実測値からグラフを作成する。

　　　

　　　　見通し２
	○グラフ上のポイントは大きめにとらせる。
	15

分
	○実測値からグラフを作成することができる。

　　　　　　　検証２

(技能：ワークシート)

	○文献値の溶解度から溶解度曲線を描く。
○実測値から作成した溶解度曲線と文献値から作成したものと比較する。

　　　

　　　　見通し２
	○実測値のグラフと同じところに色を変えて描かす。
○ほぼグラフの曲線が同じになっていることを押さえさせる。

○やや高めにデータが取れることを伝え、よくできた班を誉める。


	10

分

15

分


	○硝酸カリウムという物質の溶解度は水温によって変化することを理解する。

　　(理解：発言・観察)

○溶解度のグラフを読み取らせ、食塩の溶け方についても水温との関係を説明できる。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　検証２

　　(理解：観察・発言)

	○溶解度と飽和水溶液、結晶と再結晶についてまとめる。
	○できるだけやさしい表現で飽和や再結晶を説明する。


	10

分


	


第７時「酸性とアルカリ性の水溶液を見つけよう」

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価ホ法

	○実験６を行う。

○実験のまとめをし、酸性やアルカリ性について理解する。

○指示薬の特性の確認をする。
	○酸性とアルカリ性にかかわる指示薬の確認をする。

○生徒にとって身近な水溶液をできるだけ用意する。
	40

分

10

分
	○興味・関心を持って実験をしている。

　　　　（関心：観察）

○指示薬の特性を理解している。

　(理解：発言･豆ﾃｽﾄ)


第８時「酸性とアルカリ性の水溶液を混ぜると中和する」

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○実験７を行う。

○混ぜ合わせたときの変化について話し合う。

○中和と塩について説明を聞き、理解する。
	○実験を行わせる前に十分に予想する場面をつくる。

○班ごとに自分の考えを話す時間も設定する。
	20

分

20

分

10

分
	○自分なりの予想がたてられる。

（思考：発言・ノート）

○中和について理解し、自然界の中和について例を挙げて説明できる。

（理解：発言・ノート）


第９時「今まで学習してきたことを確認しよう」

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○学習のまとめをし、評価テストを行う。

　　見通し１・２
	○学習してきた内容に即して、出題し、理解の程度を把握する。
	50

分
	○シュリーレン現象を説明できる。

○溶解度について水温と水の量に注意して説明できる。

○溶解度のグラフが読み取れる。

　　　　　検証１･２

　　　（理解：テスト）


Ⅶ　評価及び支援計画

	時
	学　習　内　容
	「十分満足できる」状況と評価できる生徒の姿
	「おおむね満足できる」状況と評価できる生徒の姿
	「努力を要する」状況と評価した生徒への支援

	１
	○身の回りの水溶液に着目し、その中に溶けている物質について考えたり、水に溶けている物質を取り出して利用しているものにはどんなものがあるかを確認する。


	○今までの経験を思い起こし、いろいろな水に溶けている物質を積極的にあげたり、清涼飲料水中の物質について意欲的に調べようとしている。

　(関心：発言・観察）
	○今までの経験を思い起こし、いくつか水に溶けている物質をあげることができ、清涼飲料水中の物質について調べようとしている。

　(関心：発言・観察)
	○市販の清涼飲料水を提示しラベルを調べさせる活動の時間を十分に取る。

　　

	２


	○実験　コーヒーシュガーやデンプンを溶かす実験を通し、物質が水に溶けている状態とはどんな状態か考える。

　　
	· シュリーレン現象

が確認でき、その様子を説明できる。　　　 　

　　　（技能：観察）

○シュリーレン現象の観察から、水溶液中の溶質の状態を水溶液の透明性と均一性をおさえながら粒の広がりをイメージできる。

　　　(理解：発表）
	· シュリーレン現象
が確認できる。

　　　(技能：観察)

○シュリーレン現象の観察から、水溶液中に溶質が目に見えないくらいの粒になって広がっていることをイメージできる。

　　(理解：ノート)
	○いろいろな方向から観察して見るように指示したり、ルーペを使用させ関心を高める。

○硫酸銅水溶液を一晩放置させたものを観察させたり，ろ過をさせたりする。

	３
	○固体の物質が水に溶けていく様子や水溶液中の様子についてモデルで考える。

○溶質・溶媒・溶液・濃度について確認する。　　　
	○シュリーレン現象の様子から、水の中に溶けた物質の状態をモデルを使って説明することができる。

　　　(思考：発表)
	○シュリーレン現象の様子から、水の中に溶けた物質の状態をモデルで理解することができる。

　　(思考：ノート)
	○シュリーレン現象を再確認させながら、水と飽和水溶液を用意し、シュリーレン現象のちがいを十分に確認させる。

	４
	○実験　食塩とミョウバンのかざりをつくる方法を見つける。


	· 実験を興味・関心

をもって意欲的に行うことができる。　　　　　

　　　(関心：観察)

○食塩とミョウバンでその取り出し方が違うことを理解し説明できたか。

　　　(思考：発言)
	○実験を興味・関心をもって行うことができる。

　　　(関心：観察)

○食塩とミョウバンでその取り出し方が違うことを理解したか。

　　(思考：ノート)
	○ミョウバンのかざりを実際に提示し、意識を高める。

○高い水温にすると本当に物質はよく溶けるようになるのか投げかけ、意識を高める。

	５
	○実験　溶解度の測定　実験をし、10℃～60℃の測定値を得る。

　　　　　　(本時１)
	○シュリーレン現象をより正確に観察し、溶解度を実測することができる。

　　　(技能：観察)
	○シュリーレン現象を観察し、溶解度を実測することができる。

　　　(技能：観察)
	· 安全で正確な実験を行うよう机間巡視をしながら励ます。



	６
	○実習　グラフの作成と考察測定値から作成した溶解度曲線と文献値から作成したものと比較し，溶解度が水温にも水の量にも影響することを理解する。

○溶解度と飽和水溶液、結晶と再結晶についてまとめる。

　　　　　　(本時２）
	· 実測値からグラフ
を正確に作成することができる。　

(技能：ワークシート)
○実測値と文献値のグラフがほぼ同様の曲線になっていることに気づき、それを説明できる。

(思考：発言・グラフ観察）

○物質によってその溶解度は水温によって変化することを説明できる。

　　　(理解：発言）
	○実測値からグラフを作成することができる。

(技能：ワークシート)

○実測値と文献値のグラフがほぼ同様の曲線になっていることが分かる。

（思考：発言・グラフ観察）　

○硝酸カリウムという物質の溶解度は水温によって変化することを理解する。

　　　(理解：発言)
	○グラフは折れ線にしないで、打ったポイントの流れを線にするよう促する。

○実測値のグラフと同じところに色を変えて比較的太めのペンを使って書くよう助言する。

○ほぼグラフの傾向が同じになっていることを押さえさせ、資料と変わりがないことを意識させる。

	７
	○実験　酸性やアルカリ性の基本的な性質について理解する。

　
	· 興味・関心を持っ

て積極的に実験をし、酸・アルカリの基本的な性質を理解する。　　

　　　(関心：発言)
	○興味・関心を持って実験をしている。

(関心：観察・巡視)

　　　　　　　　
	○生徒にとって身近な水溶液もできるだけ用意する。

	８
	○実験　酸とアルカリを混ぜ合わせたときの変化から中和について学習する。

　

　　　
	○自分なりの予想がたてられ、それを発表することができたか。　(思考：発言)

○中和について理解し、自然界の中和について例を挙げて説明できる。

　　　(理解：発言)
	○今までの学習を基に自分なりの予想がたてられる。

　　(思考：ノート)

○中和について理解し、自然界の中和について説明できる。　(理解：発表・ノート）
	○実験を行わせる前に十分に予想する機会をつくる。

○班ごとに自分の考えを話す時間も設定し、班員の意見を聞かせる。

	９
	○学習のまとめをし、評価テストを行う。

　　　
	○溶解現象や溶解度について水温と水の量に注意して説明できる。

○溶解度のグラフが正確に

読み取れる。

(理解：評価テスト)
	○溶解度について理解している。

○溶解度のグラフがおおむね読み取れる。

(理解：評価テスト)
	○学習してきた内容にそくして、出題し、理解の程度を再把握させる。

○再テストを行い、学習事項のより一層の定着をはかる。


Ⅶ－１　本時の学習　（第５時　本時１）

１　ねらい　　硝酸カリウムの溶解度を実測し、溶解度が温度によって変

　　　　　　　化することを実感を通して理解する。

２　準備　　　ビーカー５００ml　三脚　ガスバーナー　スタンド　デ

　　　　　　　ジタル温度計　ガラス棒　種結晶（硝酸カリウム）　メス

　　　　　　　シリンダー２５ml　ルーぺ　薬包紙　電子天秤　ワーク

　　　　　　　シート
３　展開

	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○本時の実験の意義をつかむ。


	○前時の学習を受けて、溶解度について実測してみることを告げ、シュリーレン現象を利用して求めることを説明する。
○実験の仕方を説明する。
	　10

　分

　

	

	○溶解度の実験をする。
○シュリーレン現象を観察し、ゆらぎがとまる瞬間の温度を測定する。　　　　　

○結晶が析出してくる瞬間の温度を測定する。

　　　　見通し１


	○確認できる範囲（10℃～６0℃）で実測値をとらせていく。

○文献値より10℃ほど高い温度から観察するよう指示する。
○シュリーレン現象が見やすい方向があることを知らせ、いろいろな方向から観察させる。

○時間が許せば、複数回実測させる。
	　30　

　～

　35

　分


	○シュリーレン現象を観察し、溶解度を実測することができる。

○温度変化法では、析出してくる結晶を観察し、その瞬間の温度を測定する。
　　　　
　　　　　　　検証1
　　　　《技能：観察》


	○実測値からグラフを作成する。
　　　　見通し２
	○早めに実測値が得られた班にはグラフを作成していくよう指示を出す。

○グラフ上のポイントは大きめにとらせる。
	　５

　～

　10

　分
	○実測値からグラフを作成することができる。　
　　　　　　　検証２

《技能：観察・ワークシート》


Ⅶ－２　本時の学習　　第６時　本時２

１　ねらい　　実測値をもとにしたグラフを描き、文献値のグラフと比較

　　　　　　させていくことで、より一層溶解度の理解をふかめる。

２　準備　　　ワークシート　資料集

３　展開
	学習内容
	指導上の留意点及び支援
	時間
	評価項目及び評価方法

	○実測値からグラフを作成する。


	○グラフ上のポイントは大きめにとらせる。


	10

分


	○実測値からグラフを作成することができる。
《技能：観察・ワークシート》

	○文献値の溶解度から溶解度曲線を描く。
	○実測値の曲線と同じワークシート上に色を変えて書かす。
	15

分


	

	○実測値から作成した溶解度曲線と文献値から作成したものと比較する。
　　　　　
　　　見通し２
	○グラフの曲線がほぼ同じになっていることを押さえさせる。
○やや高いデータが取れることを伝え、よくできた班を誉める。
○溶解度のグラフを読み取らせ、食塩の溶解度についても説明できるよう促す。

	15

分


	○硝酸カリウムという物質の溶解度は水温によって変化することを理解する。　　　

《理解：発言・ワークシート》
○溶解度のグラフを読み取らせ、食塩の溶け方についても水温との関係を説明できる。
　　　　　　　検証２　

《理解：観察・発言・ワークシート》

	○溶解度と飽和水溶液、結晶と再結晶についてまとめる。
	○飽和、結晶、再結晶について説明する。
	10

分
	











